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人体 ツベル ク リン反 応の組織学的研究

(第2報)

名古屋大学医学部病理学教室(指 導 宮川正澄教授)

武 藤 敏 文

(受付 昭和30年5月10日)

高濃度ツ液接種の際の浸潤細胞の問題

前項では2000倍 ツ液接種 の場合について述ぺたが,

ここではそれ よ り高濃度 のツ液接種の場 合の組織反応を

検討して見るこ とにす る。

1000倍 ツ液接種総数55例 につ いて ツ反応 別 に 好 申

球,単 核球等 の状 況を病理組織学的 に検 して見 ることに

する。

〔1〕 好中球の態度

1000倍 ッ液接種 ツ反応陽性35例,疑 陽性 ユ2例,陰

性8例 について,そ の皮膚接種部の好 中球 の游 出の程度

に準 じてその該 当例 を算 出,そ の分布表 を作製 したのが

第7表 好 中球浸潤程度譲当例分布表(1000倍 ヅ液接種腸性例)
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第8表 好中球浸 潤程度該当分布表(ユ000倍 ツ液接種疑 陽性例)
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第7表,第8表,第9表 であ り,さ らに代表

例 を選び ッ反応成績別 に各例について皮膚真

%皮 の細血管周辺 を申心に一視野 に出現 した細

胞実数 を油浸装置 によ り計算 し,こ れ らの結8.3

果 によつて作 製 したのが第3図 である。

以上の表や曲線か ら して1∞0倍 ツ液接種

・ ・1・ 口 ・1・1・ ■}・}8緬7に おいても湯 翻 鹸 陽性や陰性佛こ比し

こ〃
1

第9表 好中球 浸潤程度該当例分布表

(ユ000倍ツ液接種陰性例)

て好 中球 出現が門般に高度 であ る と い い得

る。なお1∞0倍 ツ液接種陽性例を2000倍 ツ
112100。0 液 接種陽 性例

と比較す る と接種後30分 では
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ともに游 出礎少に して大差がない。1時 間頃か ら好中球

の游 出が多 くな るが,こ の辺 りでは2㎜ 倍 の場合は却

つて出足が好調 であ る。 しかし3時 間か ら72時 間にい

た る多出現域 ではほとん ど大差がない。その後 にな ると

1000倍 の方が好申球の游 出が多い。いいか えれば1000

倍の方は,多 串現域が後期の方に延びて広 くなつている

とい うことが出来 ようo
'
〔D単 核球 の態度

単核球について同様 の例数 につ き同様のことを検 した

のが第10表,第11表,第 ユ2表お よ び 第4図 であ

る◎ 瀞

一1一
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第3図 好 中球 游 出 図(1000倍 ツ液 接 種)
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第4図 単球 游 団 図(ユ000倍 ッ液接 種)
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第10表 単核球浸潤程度該 当分布表(100C倍 ツ液接種 陽性例)
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第11表

を

単核球浸潤程度 該当例分布表(100C倍 ツ液接種疑陽性例)
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1000倍ツ液接種例の単核球の態度を見る

と,接種後30分 では陽性例においては疑

陽性や陰性例に比して単核球の游出が僅か
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第12表 単核球浸潤程度該当分布表

(1000倍 ツ液接種陰性例)
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経過 につれて,陽 性例 におけ る単核球の活

動が活発 にな る。7～9時 間 目から19時 間
8。3 目にかけて

門連 の山が 出来,48時 間 目で判

然 とした も51つ の山が出来 る。 この48時

間 目の山は,游 出計測 は6例 の平均値でか

な り信頼性があ る。つ まり1㎜ 倍 ツ液接
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合 計 11 1 1 2i2 卵 ・…

種陽性例においても,単 核球 の早期反 応 と後期反応 とを

区別す ることが出来 るよ うであ る。 しかし2つ の山の幽

現については,2000倍 接種の場合 と同様特 にその早期反

応 にお いてその出現時間域の幅については,か な りの変

動 を認め ざるを得 ない。疑陽性例において も48時 間 目

を中心 とした山を認 めることが出来 る。陰性例 は陽性や

疑陽性 に比 して単核球 の活躍が低調であ るが,例 数 がす

くな く後期反応が不発 に終 ることを確め ることは出来な

かつ た。なお単核球 の態度 を2㎜ 倍のそれ と比較する

に,1000倍 の場合 は48時 間 を申心 とした後期反応の際

の活動 は・3000倍 の場 魚 と相似た所 があ るが早期 反応と

一 一一2-一
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思われ る時間域 においては,2000倍 の場合 よ りも活発で

あるといい得 る◎なお形質細胞,リ ンパ球,好 酸球 にっ

いては2000倍 接種の場合 と大 同小異 であ る。

500倍 濃度 ツ液接種 の場合 であ るが,本 人体実験材料

は僅か8例 であつてその内訳 を見 ると,ツ 反応陽性2例

(4時 聞,5時 間)疑 陽性1例(30分)陰 性5例(30分,

2時 間2例 ・3時 間,6時 間)と なつている。つ まり早

期反応を検することが出来 るに過 ぎない。これ らの検鏡

所見 によると,陽 性例は確 かに疑陽性や陰性例に比 して

単核球や好申球 の游出が多い。 しか して2000倍 ツ液 接

種の場 合と比較す るに,そ の陽性例においては好中球反

応が単球反応 よ りも多少鋭敏 であ る。500倍 ツ液接種例

は少数 なので突つ込んだ吟味が出来難い。

ツ液接種の際の炎症の拡り方の問題

ツ液接種部 におけ る炎症 の拡 り方 によつて ツ反応 陽,

擬陽,陰 の差が生 じて来 ると解 して よいであろ う。 この

ように炎症 の拡 り方に重要 なる関係にあるのは全身感作

状態 を背景 にした真皮におけ る血管,リ ンパ管,膠 原線

維の態度である。形 態的 に炎症が進展 しつつあ るのか,

それ とも消槌 しつつ限局 されて行 くのかを知 るためには

炎症 の場 におけ る血管,リ ンパ管,膠 原線維の状態 を仔

細に検するよ り他 ないであ ろ う。以下 これ らの ことにつ

いて少 しく検討 して見 よう。

〔1〕 血管の態度

2000倍 ツ液接種例 について見 るに,接 種後30分 で細

血管周辺 に軽い浮腫が見 られ る。毛細血管から液体成分

の濾出がお こるわけである。 この濾出 は陽性例 は陰性例

よ りも強 い。検索 した30分 目陽性例2例 では赤血球の

脱出 さえ見 られ る。つま り毛細管壁 におけ る透過度 の冗

進があ ることが考えられ る。 この ようにして血管周辺 に

滲出機転がおこつているのであ る。1時 間後においては

毛細管周辺 の浮腫が強 くな り幅広い間隙 があらわれて来

る◎時にはそこに線維素の よ うな ものの析 出 が 見 られ

る。 この ことは陽性例の方 が陰性例 よりも強い。接種30

分か ら1時 間 目にかけて単核球や好申球 の游出が見 られ

る。単核球 の活動 は30分 目においては陽 性例において

活発 であ ることはすでに述ぺ た。

よ く見 ると細血管周辺の組織の聞隙が 漸 次 拡 大 され

る。液体成分が ここに貯留 して周 辺の膠原線維を外 方に

お しやつた ような印象を与 える。 しか し時 には膠原線 維

の断裂,膨 化,融 解 といつた よ うな所見 も見 られ る し,

線維素の析 出,纏 絡,押 し流 し等の所見 も見 られ る。そ

の内に細血管外膜細胞あるいはその周辺 毛細 リンパ管の

内皮細胞の如 き網 内系の細胞 がそ の貯留液 の内部 に出現

して来て網眼を形成す る。 もちろん析出線維素 もその形

成像 に責任がある。 このよ うな網眼部 に游 出単核球,好

中球がひつかかつて見 られ る。単核球 中には網内系の細

胞が游離 して組織球 として活躍 している ものもあ る◎後

になると網内系の細胞に よる綱眼形成浮い よい よ顕著 と

な り好中球 と単核球は リンパ球 と形質細胞 にお き代えら

れ る◎その網 眼化の時間的 な変貌を2000倍 ツ液接種陽

性,疑 陽性,陰 性別に眺めてみた結果が第13表 から第

15表 に至 る表 である。

これ らの表によると総検索数 に対す る網眼化 の普程度

出現頻度は2000倍 ッ液接種陽性 の場合は22・7%,疑 陽性

第13表 網服化程度i該当例分布表(2000倍 ツ液接種 陽性)
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第14表 網眼化程度該 当例分布表(2000倍 ツ液接種疑陽性)
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3

O%,陰 性3.7%で 陽性の場

合が断然多 い◎十 と十を合せ

考慮す ると陽性55.7%,疑 陽

性30.4%,陰 性37.0%と な

り矢張 り陽性 の方が上廻つて

いる。網眼出現 の時期域 を見

ると,陽 性の場合 は1時 間に

して+程 度の ものが見 られ,

昔程度の高度 のものは12時

間 目で起 り24時 間に至 るま
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第15表 網眼化程度該 当分 布表(2000倍 ツ液接種陰性)
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で認め られ る。つ まり細血管周辺の網眼化 は陽 性例 にお

いては疑陽性や陰性例に比 して強度の ものが早期 におこ

りかつ長 く続 いてい る。 しかして この現象は初期 反応 で

は線維素 の析 出が,後 期 反応 では好銀線維が支柱 となる

ものであろ う。 この現 象は初 期には浮腫 との関連 の もと

に炎症 の進展 に連な り,後 期 では増殖性変化 との関連 の

もとに炎症 の限局化に連 なるものであ り,ツ 反応陽性時

の硬結 に関係 あるもの と考 えられ る。 この後期網 眼化 の

強 さは初期 に生起 した滲 出性変化あ るいは組織障害 の大

い さに比例 している。 とにか く網眼化 は当該毛細管壁 の

透過性 に大 なる影響 を与え るものであ り,こ の部 を申心

に炎症が進展 し,し か して限局す るとい うこ とが考 えら

れ る。

網眼形成 初期には滲 出液 申線維素が どの よ うな機転 に

よつて生ず るのか,そ れが後 よ り出現す る網 内系 の好銀

線維 とどの よ うな関係 にあるのか,そ れから周辺膠原線

維 との関係如何 とい うよ うな問題があ る。 しか しとにか

くこの よ うな綱眼形成は初期 にはWoodの 実験にようて

臨明 された よ うに一つ の粗雛 面を形成 し好 中球 や単核球

の喰食機能 を賦活す ることにな り,ま た後期には後 より

出現の リンパ球や形質細胞の機能 を支援す ることになろ

う。 この よ うにして細血管周 辺は炎症 の防禦性発揮 の重

要な場 の一つ を提供す ることには間違 ない。つ ま り炎症

の進展は この ような所 を申心にお こり,ま たその消襯 も

このよ うな所 を申心にお こる ものであろ う。

〔fi)リ ンパ管 の態度
ノ

2000倍 ツ液接種例についてその ツ反応陽,疑 陽,陰 性

別に時間的に接種部 の毛細 リンパ道 ないし管 の態度 を検

して見た。

まず陽性例においては

接種30分 目のものにつ

い て見 ると細血管を申心

にして浮腫がお こつてい

る。1時 間 目になると好

中球が散在 しているが未

だ毛細 リンパ道申に入つ

ているものがす くない。

2時 間 目にな ると明かに

好申球が毛細 リンパ道 中に入 り込 んでい る。 これは リン

パ道が移開 してい ることを示す ものであ る。 しか し3時

間以後にな るとリンパ道 中の好 中球は圧迫され て扁平に

なつている ものが相 当見 られ る。 このことは リンパ道狭

窄を物 語 るものであろ う。 しか して21時 間 目にいたる

間はある場合 は リンパ道 の珍開,あ る場 合は狭窄 といつ

た よ うにか な り変動 がある。 しか し24時 間以後になる

と リンパ道 の狭窄が著 しく目立つ て来,道 申に好中球を

入れていて も甚 しく圧平 され てい る。時に よる と角膜に

見 られ る槍状体 の よ うな形 になつ ていろことすらある。

時には リンパ道が全 く閉塞 されて内に好 中球 を認めざる

に至 る。他方 リンパ道 申に線維素 の析出纏 絡 が 興 味潔

い。早 い場合 は接種後1時 間 目のものに見 たが多 くは6

時間以 後にあらわれ る。 これは線維棄栓塞 とい うべき現

象で リンパ道 の閉塞の原 因の一つ として重要な位置にあ

る もののよ うであ る。

他方陽性例におけ る膠原線維 の膨大が甚 だ 興 味 があ

る。膨 大が 目立つて来 るのは15時 間 目以後であつた。

特 に24時 間か ら48時 間 にかけ て甚だ し く著明 になつ

て来 る。膠原線維の この ような膨大は また リンパ道の閉

塞 との因果関係において興昧深 い。 このよ うに リンパ道

の狭窄閉塞 は炎症 の局所化 に重要な役割を演 じているこ

とになる。

今好 中球 を目標 に リンパ道 ないし管炎の発起 とその消

襯 の様相お よび膠原線維膨化 の状況を2㎜ 倍 ツ液接種

例 について ツ反応 別に検 した成績 をまとめる と箆16表

から第19表 に至 る表 の如 くになる。

これ らの表 によると陽性例 においては砦お よび+程 度

第16表 リンパ管炎 程度別該 当例分布表(2000倍 ツ液接種 陽性)
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第17表 リンパ管炎程度別該当例分布表(2000倍 ツ液接種陰性)
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中球の優位が はつ きりし

ない048時 間迄の好中球

の升お よび+程 度の出現

頻度 を見 る とカル ボール

30.8%,グ リセ リンブイ

ヨン33。3%,ソ ー トン

培地16.7%と な りこれ

は2000倍 ツ液接種48時

間 目迄の聾+程 度出現頻

第18表 フイ ブウノイ ド膨化程度該当例分布表(2000倍 ヅ液接種 腸性)
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第19表 フイブ リノイ ド膨化程度瑚分布表(2∞C倍 ツ液接種陰性)
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のリンパ道 ない し管炎例の出現頻度は35.6%で あ るに

対 し陰性 の場合 は14.8%で あ る。 また膠原線維の フイ

プリノイ 爵膨化につ いてみ ると陽性の場 合ほ昔お よび+

程度 の出現頻度は31.0%で あ るに対 し,陰 性では11・1%

となつている。 しかし陽性 の場 合は フイブ リノイ ド膨化

は24時 間 目か ら48時 間 目を申心 にして起つ てい る点

が注 目され るQ

非特種性物質接種の場合の組織反応

ツ液 接種の対照 として0.5%石 炭 酸液13例,2000倍

グリセ リンブイ ヨン加0.5%石 炭酸液9例,2000倍 ソー

トン培地加0.5%石 炭酸液6例 計28例 を準備 した。 こ

れらについてその接種部の游 出細胞 中の好 中球お よび単

核球の態度,血 管周辺の網眼化 について時間的 に検 した。

rl〕 細 胞 浸 潤

好 中球 につい ては接種後1時 間 目の ものでは,カ ルポ

ールの場 合は好 中球が単核球 の游 出数 よりも多いが,グ

リセ リンブイ ヨンや ソー トン培地 の場合は このよ うな好

度 陽 性64。2%,陰 性50・0

%に 比 して低 い。

単 核 球 につ い て は カル

ボ ール23.1%,グ リセ リ

ン ブイ ヨソ55.5z%,ソ ー

トン培 地50・0%で20∞

倍 ツ液 陽 性89.6%,陰

性70.8%に 比 して 同様

に低 い。

〔9)網 眼 化

48時 間迄の細血管周辺網眼化については,許 お よび+

程度 の現出頻度 を見 るとカルボール15.4%,グ リセ リ

ソブイ ヨン44.4%,ソ ー トン培地33.3%で48時 間迄

の2000倍 ツ液接種の場合陽性46.2%,陰 性34・6%に

比 してやや弱 し。

以上によつ て非特種性物質接種 の場合 の好中球,単 核

球お よび網眼化 を中心 とした炎症像の程度が ツ液接種の

陽性 の場合は勿論 であ るが,陰 性の場合 よりも一般 に弱

い とい うことが出来 る。 しか して最 も陰性 の場合 に接近

した所見を示 したのはグ リセ リンブイヨンであつた。な

お この所見 は48時 間迄の ものであ ることをこ とわつて

おかねばならない。

結 言

1)ツ 液濃度500倍 に高めた場合は接種後30分 にお

いては好 申球 の活動 は多少活澄である。 しか し1000倍

ツ液 接種例 ではむ しろ好 中球の活動域は後期反応の方に

延 びてい る。

・・一 一6-一 一
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2)単 核球 は1000倍 ツ液接種の場合は矢張 り早期反

応 と後期反応 の2つ の山を認 めざるを得 ない。 とくに48

時 間を中心 とす る後期 反応 は,は つ きりした形 で現わ れ

ている◎

3)細 血管周辺の浮腫,リ ンパ管内線維素析出纒絡,

静脈内血栓嚇,毛 細血管周辺網眼化,膠 原線維膨化の

傾向は ツ反応陽性例 は陰性例に比 して強い。陽性例 では

接種部の組織障害強 く,こ こに線維素の析出を伴 う細i血

管周辺の強 い浮腫が あらわれ;そ れ に伴い好 中球や単核.

球 の活躍が見られ,静 脈 に血栓 があらわれ る。一方毛細 リ

ンパ管中に炎症が拡が ると腔 内に好中球 の出現 と同時に

線維素の析出纏絡 が見 られ る。 このよ うな血 管や リンパ

管 の態度 は炎症 の拡散に対す る抑制 の現われ と解 して よ

いであろう。拡散に対して抑制された炎症は細血管周辺

を主舞台として激しい変化があらわれる。つまり細血管

周辺に網眼化が進み,初 めは好中球や単核球の活躍が見

られるが後に網内系の細胞の増殖に伴いリンパ球や形質

細胞の活躍が目立つて来,漸 次炎症の限局化が見られて

来る。

4)非 特種性物質接種の場合の好中球,単 核球および

網眼化を中心とした炎症像の程度がツ液接種陽性の場合

はもちろん陰性の場合よりも弱い。
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